






る巻号まで確認すると、これまでの年譜にもなく、 単行本化もされてい 、もしくは年譜にはあるが単行本化ていない著作を新たに多く発見出来た。その中には、実は若殿でありながら、浪人に身をやつしている主人公桃太郎侍が、お侠 女と義賊の手下と共に、 お家を乗っ取ろう 企む悪を倒し、百合姫と結ばれるという話の筋からも『桃太郎侍』の試作版と言える『飛燕一殺剣』 （昭和一一（一九三六）年三月から五月に連載）といっ 重要な著作も含まれていた。この著作は 八木氏の年譜におい 初めて記載された。しかし単行本化されておらず もちろん全集にも載っていない。 『飛燕一殺剣』については山手自身が、武蔵野次郎との「 《対談》時代ユーモアの創始」（ 『日本伝奇名作全集八』昭和四五年［一九七〇］年五月、番町書房）内に
おいて「あれ（ 『桃太郎侍』 ：執筆者註）はね、ほかの題で一ぺん書いていることがあるんです」と発言している。言及はされていながら、発見がされていないという山手樹一郎研究における独特の状況が、一つ解消された。また小説類だけでなく 口絵に附した『幕末海軍の創生』 （昭和 八［ 九四三］年七月）といった著作の発見にも至っ 。
その他にも博文館刊行の雑誌を現存
する巻号全て閲覧した結果、既存の年譜には記載全くされていない著作を新たに多く発見するに至った。 昭和三 （九二八）年九月に本名、井口長次（筆名は井口長二）の名で『少女世界』 博文館）に発表された『西瓜の爆弾』や、昭和四（一 九 一二月に口井蝶耳のペンネームで『朝日』 （博文館）に発表された『松さんの禁酒』もそれらである。この点では三康図書館にご協力をいただき、 大変お世話になっ 。加えてあらゆる出版社の大衆文学系の雑誌を出来る限り多く閲覧した結果、昭和三八（一九六三）年に『ゴールド絵本』シリーズ（講談社 の文章を担当した『安寿と厨子王』 、 昭和四三（一九六八）年八月に『サッポロ』 （サッポロビール株式会社）に発表された随筆『タクシ 嫌い』も新発見の一部
ある。
また最大の新発見と言えるのは、山
手の童話である。山手は本名で多くの童話を執筆した 先述の山手自ら制作した年譜にも、 「大正六年（一九一七）一八歳博文館発行の『幼年世界』に童話などを寄稿」と記載されている。しかし、この記述が後の年譜にそのまま孫引きされているだけで、実際 は童話は発見されていなかった。今回、『幼年世界』 （博文館）などの雑誌を調査して、それらを新たに数多く発見するに至った。 の結果、山手樹一郎の最初の著作は大正六 （一九一七） 年 『幼年世界』に発表した『鸚鵡の声』だということも新たに判明した。
今後の山手樹一郎研究
以上のような困難を手間暇かけて乗








































































タウンのヴィレヴァンだった。四畳半の下宿部屋に「王国」を見出し 四畳半の語り部。窓をあけたら同じ四畳半が無限につづく空間に閉じ込められていたという大学生の話――『四畳半神話大系』 。たしかのび太君も同 ループに閉じ込められたことがあったかと思うが、登美彦氏ものび太君 系譜を受け継ぐ妄想王国の住人。
ときどきこんな夢を見る。目が醒め






























「貼雑年譜」では、大正九年～大正十三年がひとつの期間としてまとまっている。この間 「大阪時事新報記者」 、 「日本工人倶楽部書記長」 、 「郊北化学研究所支配人」 、 「弁護士事務所手伝」 、 「大阪毎日新聞広告部員」という職に就いている。数え年で二十七歳から三十一歳である。
乱歩は大正十一年二月に、郊北化学
研究所支配人の職に就き、池袋に転居している。乱歩は後半生を池袋 おく












ソファの上に座椅子やソファをさらに重ねます。間 できた空間が小さな秘密基地で こういうスキマは家の中にいくら も見つけられますね。さっそく私も、妻の目を盗んでやっ
てみた。
しかし、狭すぎてカラダが入 なく
て断念した……。
またしても学生時代の記憶がよみが
える。
ワレンチン・ラスプーチンのなんと
いう小説だったか忘れたが、授業でそれを訳してい とき、安岡治子先生がひとつの単語にひっかかった。「男の子が地面に穴を掘って遊んだりするんだけど、日本語で何ていったらいいんだろう……。 」
すかさず男の子たちは声をそろえて
叫んだ――基地だ！
あのとき一瞬みなが視線をかよわせ
たのを憶えている。そうか、北海道にもあったか！
　
徳島にもあったか！
長野にもあったか！
　
広島にもあった
ぞ！
そしてなにより、遠くシベリアの大
地にも基地があったことが、私たちを興奮させた。　
基地に国境はない！ひょっとしたら、世界の基地はどこ
かでつながりあっているのではないだろう 。押し入れをあけ ら１０００年女王の秘密基地への通路が開けているように。
ああ、そうか！屋根裏が他の部屋
ともつながっているということに気付いた乱歩は、基地作り 天才だったんじゃないか？　
―
―てなぐあいで、私の書庫の片付
け作業は、 いつまでたっても進まない。「幻影城」ならぬ「幻影のサグラダファミリア」に籠って、今日も蔵書整理に明け暮れている……。
（十文字学園女子大学短期大学部
　
　
准教授）
資料紹介「劇病中偶感」
